
































































































































































































































































































新年の部 春の部 夏の部 秋の部 冬の部
五の春 氷解つらら 夏の雨 葉月（陰暦八月） 短月
終江戸の春 二日灸 夏座敷 二百十日 寒空
庵の春 ふろんど 夏芝居 初嵐 十日ん夜
御忌参り 種俵 座頭の涼み 秋の水 寒習
おろし 鷹化して鳩と成る 麦飯 摂待 年用意
水神 田鼠化して 通し鴨 施餓鬼 古暦
筆始 うづらと成る 腐草化して蛍と成る 大文字の火 事納
初始 蛇穴を出づ 蠅取りぐも 八朔（はっさく） 千葉笑ひ
初笑ひ 身寄虫 尺取虫 鳴滝祭 あかぎれ
稲積む あざみ 毛虫 田守 寒灸（かんやいと）
諷ひ初 桜草 ぼうふり 出来秋 綿入れ
若湯 柳草 羽蟻 毛見 寒栖し
ふいこ始 九輪草 みずすまし ごぼう引く 寒鳥
年男 ぺんぺん草 たでくふ虫 新米 寒雀
手まり 壬生菜 蜘の子 雀大水に入りて蛤と成る 犬
羽つき いたどり みみず出づ 蛇穴に入る 蝦夷が島
若餅 杉菜 草いきれ 秋の蚊
鏡餅 土筆 踊り花 茶立虫
歯固め 海 藪虱 松虫












































寛政 享和 文化（前） 文化（後） 文政
蚊 6 6 17 59 75
蠅 0 2 11 21 58
蚤 4 5 0 40 57
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ということであ
13
一茶晩年の死生観
る。私は、この「ちう位」の意味も、こうした一茶自身の根本精神に支えられた表現であ
ると考えたい。そして、自らの生の限りない表現の追求による「天地大戯場」としての「共
生的世界」の広がりの中で、「自力」と「他力」との中間者（凡夫）としての共生的生き
方を貫いていったと考えられる。
５　おわりに
　以上、一茶の死生観について、特に彼の晩年における「自力」と「他力」の中間者（凡
夫）としての共生的生き方を中心について論じてきた。一茶は、芭蕉のように高く悟り
道を究めた人間ではなかったと思う。むしろ、自分でも述べているように「凡夫」「娑婆
塞」「遊民」であり、私たち一般人に限りなく近く、親しみやすい存在であると考えられる。
この娑婆世界の中で悪戦苦闘しながら群がり、うごめく衆生として、遺産相続問題も起こ
したり、人並みの家庭を持ちたいと願い実際に実現した。だがその一方では、凡夫として、
生きとし生けるものたちを友とし、また仲間として“平らに”見て、悟りきれないながらも、
素直に阿弥陀さまに身を任せるようとしたのである。人間は、喜びと悲しみ、苦しみと楽
しみ、善と悪、是と非といった狭間の中で悪戦苦闘しながら生きているのであり、そうた
やすく「自力」と「他力」のどちらかに割り切れるものではない。むしろ、自力と他力と
の「中間者」（凡夫）として、弱さと強さの両面を合わせ持ち、時に仏に祈り、時にした
たかに現実の世界で生きていこうとする存在ではないかと考える。すなわち、その自力と
他力の中間者（凡夫）として、このはかない現実の世界の中で同じ生あるものと共存して
生きていこうと考え、それを見事に作品として表現したところに、俳諧師一茶のまさに真
骨頂があると私は考えるのである。
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